
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校アンケート（昨年 12 月）へのご協力に感謝申し上げます。 

☆【概要版】 「とてもそう思う」・「そう思う」の割合 ※詳細はさくら連絡網でお送りしています。

設問 1：学校は、子ども一人一人に確かな学力をつけるために努力している。87％ 

設問 2：学校は、思いやりのある子どもを育てるために努力している。90％ 

設問 3：学校は、心身ともに健やかな子どもの育成に努力している。93％ 

設問 4：学校は、保護者の相談に向き合い、協力して子どもを育てようとしている。88％ 

設問 5：学校は、学校・学年・学級だより、学校 HP を通じて情報を発信している。98％ 

設問 6：学校は、子どもの成長を促すよう行事等の企画・運営をしている。95％ 

設問 7：学校は、子どもの安全・安心を守るために努力している。94％ 

設問 8：お子さんは、元気に登校している。94％ 

設問 9：お子さんは、楽しく授業に参加している。89％ 

設問 10：お子さんは、毎日、家庭学習（宿題等）に取り組んでいる。89％ 

設問 11：お子さんは、読書または教科書の音読に取り組んでいる。59％ 

設問 12：お子さんは、友達とよい人間関係をつくっている。93％ 

設問 13：お子さんは、ふるさと（県・市・地域）に関する学習や活動に取り組んでいる。67％ 

設問 14：お子さんは、「早寝・早起き・朝ご飯」等の生活リズムが取れている。77％ 

設問 15：お子さんは、整理整頓など、自分のことは自分でしようとしている。66％ 

設問 16：お子さんは、ゲームやメディアの時間の約束を守れている。53％ 

元気いっぱい・夢いっぱい・いのち輝く 中部っ子 

令和６年１月９日。3 学期始業式の日に、全校生で一斉に書き初めをしました。どの教室（6 年生は

体育館）も静まり返った中に、筆（ペン）を走らせる音が聞こえてきます。子どもたちの集中力と真

剣さに確かな成長を感じるとともに、一人一人の力をさらに伸ばしていく決意を新たにしました。 
 

寒河江中部小学校    カラー版はこちら 

学 校 だ よ り 

令和 6 年１月２０日 

校長 那須 隆秀 



☆【自由記述】 ※抜粋です。たくさんのご意見ありがとうございました。 

＜あたたかいメッセージありがとうございました。＞ 
①マンモス校なので覇気があり、子どもが楽しく通えています。人数が多くて大変な中、

先生方にはいつも見守りやご指導ありがとうございます。（類似４件） 

②先生方みなさんが、子どもたちに対してとても一生懸命になってくれているのを感じ、

とてもありがたく思っています。（類似 10 件） 

③宿題を自分からするようになったのも、学校であったことを話してくれるようになった

のも、先生方やお友だちのおかげです。日々ありがとうの感謝の気持ちです。 

④学年だより、学級通信、ホームページで学校の様子がわかり嬉しいです。ありがとうご

ざいます。（類似２件） 

⑤学校行事ありがとうございました。すごく楽しかったです。皆さんお忙しい中に準備し

ていただき感謝します。（類似３件） 

＜要望等への回答＞ 改善に努めてまいります。 
①宿題が多すぎる。クラスで宿題の量が違いすぎる。（類似 2件） 

 → 宿題は、①家庭学習の習慣づくり、②学校で学習した内容の習熟、③自分の興味・ 

関心のある分野の探究、などの意義があります。児童の発達段階に応じて、「学びに向

かう力」を育む、適切な家庭学習となるよう、話し合いながら進めてまいります。 

 

②授業内の課題が終らない時などに休み時間に課題をする時があるが、休み時間はリフレ

ッシュさせてほしい。また、放課後の居残り学習の関係で帰宅が遅くなる。(類似 2件) 

 → 休み時間は保障すべきと考えます。放課後の補習が必要な場合は時間を決めて行い、 

基礎基本の習得や、課題提出の習慣形成に努めてまいります。 

 

③給食後の歯磨きを復活させてほしい。（類似 2件） 

 → 校医の先生方とも相談の上、感染症拡大防止にも最大限の注意を払いながら、実施

学年を定めて段階的に再開していく予定です。 

 

④先生の人数が足りないと思う。教員の確保をお願いしたい。（類似 2件） 

 → 教職員の数は法令等に基づいていて、今年度は、通級指導の先生 2 人、保健の先生

1 人、新採支援の先生 1 人、支援員の先生 1 人の計 5 人（全て短時間勤務）が増えて

います。さらに充実した教育活動となるよう努めます。 

 

⑤タブレットの持ち運びが重くて、子どもには負担が大きい。（類似 2件） 

→ タブレットを効果的に学習に使うためには、毎日の家庭での充電が不可欠ですので、

他の持ち物をできるだけ少なくするなど、特に低学年には配慮していきます。 

 

他にも提案・改善要望をいただきました。子どもの実態と、本校の教育目標に照らし合

わせ、必要な改善を行い、よりよい学校となるよう、教職員一同努めてまいります。 


